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研究 1）から，小児がんによる入院加療を経験した子供をもつ親の PTGを構成する要素は 139コードから抽
出され，慢性疾患を抱える子どもの親に共通した【生きる上での真に重要な物事の明確化】，【レジリエンスの
向上】，【家族を主とした人間関係の深化】，【価値観の深化】，【健康に対する意識の向上】と，小児がんによる
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入院加療を経験した子供をもつ父親のみによって抽出された【対社会的志向や行動の拡大】の６カテゴリで構
成されることがわかった。研究 2）から，白血病の子供をもつ親が子供のがん診断を受けてから PTGに達する
内的プロセスは，親が【白血病の子供をもつ親が子供のがんとの間合いをとれるようになる】ように臨むなか
で生じていたことがわかった。プロセスは後述の通りである。まず親は，子供が白血病（がん）であることの
診断や可能性を告げられるという【想定外の現実に衝撃を受け】ていた。事態を理解するために【子供のがん
がどういうものかを知ろうと】試みていたが，知ったとしても【子供ががんであることを受け入れられない】
との思いを生じていた。そうした思いと並行して，実生活では次々と対応を迫られることで，親は【子供のが
んによって押し寄せてくる闘病の日々に心も体も呑まれ】ていった。自身の思いと対応を迫られる状況の乖離
に対処するために，【がんとの場当たり的な間合いをと】り，【がんを抱えながらの生活に順応】していくなか
で【がんとの間合いを取り直】していた。時に【子供を失う恐怖と未来への不安が迫り来る】感覚を感じなが
らも，何度も間合いの取り直しを繰り返して【程よい間合いがとれるように】なっていた。【がんを抱えなが
らの生活に順応してく】なかで，また【子供のがんとの間合いを取り直す】なかで，親はがんを抱えながら生
活するうえで＜大切にすべきことを考え＞たり，＜大切にすべきことに気づく＞機会をもち，【自分にとって
真に大切な物事がわかる】ようになっていた。いつでも＜一緒にいてくれる存在＞や＜自分をとりまく温かい
環境＞があることだけでなく，＜気持ちのもち方や考え方，生活のこなし方を導いてくれる存在＞がいること
や，間合いをとろうとする親の＜背中を押してくれる存在＞といった【子供のがんとの間合いをとる親を支え
る環境】があることは，がんとの間合いをとれるようになるプロセスを常に下支えしていた。 
＜考察＞ 
白血病の子供をもつ親が PTGに達する内的プロセスは，親ががんとの間合いをとれるように臨むなかで生じ
ており，親はがんという間をとる対象の存在を受け入れること，対象と向き合うこと，動的な対象との安定し
た関係を築くことに着目していたことが明らかとなった。PTGを見据えた支援を展開していくことよりも，親
ががんと自身の連関を扱うのかどうか，扱うとしたらどこに焦点を当てているのかをとらえ，がんとの間合い
をとる親を支える環境が提供されることが小児がんの子供をもつ親への支援において重要であると示唆され
た。 
＜結論＞ 
白血病の子供をもつ親が子供のがん診断を受けてから PTGに達する内的プロセスは，親ががんとの間合いを
とれるように臨むなかで生じていた。小児がんの子供をもつ親への長期的な視点を踏まえた効果的な支援を提
供していくうえで，親が子供のがんを扱うことそのものや，がんと自身との連関のあり方，さらにそれを支え
る環境を整えることに焦点を当て，子供のがん診断早期から長期フォローアップに至るまで，親の内的プロセ
スの段階に応じて継続して行われる必要があると示唆された。 
